
（別紙３）

～ 令和　７年　１月　２２日

（対象者数） 16人 （回答者数） 14人（88%）

～ 令和　７年　２月　１０日

（対象者数） ８人 （回答者数） ８人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・敷地内には、ゴムタイヤを小さい物から徐々に大きなタイ

ヤを埋め込んで、タイヤ跳びや両サイドから向き合って出

会ったところでジャンケンをして、進んでいくことをグル－

プ毎に競い、体幹やバランス感覚を養えるようにしていま

す。　遊具の設置も検討していますが、敷地が狭くならない

ような遊具を選定中です。

2

・みんなで力を併せて収穫し、野菜の命を頂くことの感謝と

嫌いな物でも食べられる取り組みをしています。

子どもたちの、植えて見たい作物や果物なども取り入れなが

ら、子どもたちのやる気を引き出せるように取り組んでいき

たいと思っています。

3

・子供達と毎月第2土曜日に行っている近隣のボランティア活

動の様子をインスタグラムやホームぺ－ジで発信していま

す。

・今後は地域の方とも交流の機会が持てるように取り組んで

行きたいと思っています。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・女子の更衣や、クールダウンの必要な子供の為に事務所を

開放しています。

・建物の事なので、課題が大きく簡単には進みませんが事業

所としても前向きに検討しています。

2

・新年度は保護者会が開催できるように、感染対策に万全を

期して、日程調整等早めに対応していきたいと思っていま

す。

3

○事業所名 放課後等デイサ－ビス　　つむぎの舎

○保護者評価実施期間
令和　７年　１月　８日

○保護者評価有効回答数

令和　７年　１月　２０日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　７年　２月　２7日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・建物の部屋数が少ない。 ・利用人数が、多い日は手狭に感じています。

・保護者会が出来ていないため、保護者同士の交流の機会や

きょうだい同士の交流の機会がもてなかった。

・コロナ禍で、保護者会が開催出来ていません。

・保護者様のお手伝いで地域の方との交流も兼ねて、2年続き

で夏と秋に餅つき大会をしたものの、保護者様の参加が思った

よりも少なかったので、先ず保護者会の開催をしたいと思いま

す。

・敷地が広く子供たちが、戸外活動で走ったり体を動かす事が

出来る場所があること。

・敷地内が、芝の部分と砂利とにわかれているので、定期的に

芝刈りや、石ころの除去等の環境整備をすることで、子供たち

が安全に戸外活動が出来るようにしています。

また、ボ－ル等を追いかけて道路に飛び出さないように門扉を

閉めています。

敷地内に2台のカメラを設置し安全の確保に務めています。

・隣接する畑で、季節の野菜やスイカなどの種を撒いて育てる

食農教育に取り組めること。

・子供たちに、種まきや苗を植える作業を体験することで成長

の過程を見る事が出来、草取りや水撒きで美味しい作物が出来

ることを感じてもらえるよう取り組んでいます。例えば落花生

は読んで字のごとく花が地中に落ちて実になる。実際に学んだ

ことは忘れないので、低学年の理解もあります。

・保護者様とお子様の、状況を連絡帳やラインで確認し、情報

を共有出来ていること。

・情報発信

・地域との交流

・遠足や施設内での行事等は、お子様の活動への取組み、表情

等、アルバムにしてラインで保護者様に送っています。

ご自宅では、なかなか見られない表情や交友関係等も見られる

事が、安心材料にもなっています。

・インスタグラムやホームぺ－ジも同意を得て情報の発信をし

ています。

事業所における自己評価総括表公表


